「ふん。 鳥が 天から 降って きたの かい。 

そのと き は みんな、 足 をち、 V めて 降って 来たらう ね- 

そしてみ ないち やうに 白かった のかい。 どうして そん 

すす 

ならい まの やうに、 三毛 だの 赤 だの 煤けた の だの、 斯 

ういろ いろに なつたん だい。」 

梟 はは じめ 私が 返事 をし だした とき、 こいつ はう ま 

つま， 

く 思 ふ 壷に はま つ たぞ とい ふやう に、 眼 を すばやく ぱ 

ちっとし ましたが、 私が 三毛と 云 ひましたら、 俄かに 

きげん 

機嫌 を 悪く しました。 

「そいつ は 無理で さ。 三毛と いふの は 猫の 方です。 鳥 

に 三毛なん てありません。」 



私 もす つかり 向 ふが 思 ふ壺に はまった とよろ こび ま 

した。 

「そんなら 鳥の 中には 猫が 居なかった かね。」 

すると 梟が、 少し きまり悪 さう にも ぢもぢ しました 

この 時 だと 私 は 思 つ た のです。 

「どうも 私 は 鳥の 中に、 猫が は ひって ゐる やうに 聴い 

たよ。 たしか 夜鷹 もさう 云った し、 烏 も 云って ゐた 

やう だよ。」 

梟 はに が 笑 ひ をして ごまかさう としました。 

「仲々 ご 交際が 広う) 」 わすな。」 

私 は ごまかさせませんでした。 



よくありませんでした。 

「じっさい 鳥 はさま ざま だね え。 

はじめは 形 や 声 だけ さまざま でも、 はねの いろはみ 

んな 同じで 白 かったん だね え。 それが どうして 今の や 

もっと さぎ こふ 

うに、 みんな 変って しまった らう。 尤も 鷺ゃ鵠 は、 今 

でもから だ 中 まつ 白 だけれ ど、 それ は 変らなかった の 

だら うねえ。」 

梟 は 私が 斯う 云 ふ 間に、 だんだん 顔 を こっちへ 直し 

て、 おしま ひごろ はもう 頭 をす こしう ごかして うな づ 

きながら、 私の 云 ふのに 調子をとって ゐ たのです。 

「それ はもう 立派な 訳が 、、- /ざい ま す。 



がら か つ て、 おしま ひ はいくら 秀鷲 コル ドン さまの ご 

裁判で も、 解けない やうになる のだった と 申します。」 

「いかにも、 さう だね、 ずゐ ぶん 不便 だね。 で それ か 

ら どうな つたの。」 

(あ、、 あの 極の 木の葉が 光って ゆれた。 .? 一 枚 だ 

けどうして ゆれたら う。) 私 はまる で 別の こと を考へ 

ながら 斯う ふくろ ふに 聴きました。 ところが 梟 はよ ろ 

こんで ぼつぼつ 話 を つ ゾ けました。 

「そこでもう どの 鳥 も、 なんとか 工夫 をし なくて はと 

ぐ あ ひ 

て もい けない、 こんな 工合 ぢゃ 鳥の 文明 は大 ていこ、 

らで とまって しま ふと、 口に 出して は 云 ひません でし 



たが、 心の中で は 身にしみる 位さう 思 ひつ、 V けて ゐた 

ので ございます。」 

「うん さ うだらう。 さうな くち やならない よ。 僕らの 

ことば 

方で もね、 少し 話 はちが ふけれ ども、 語に ついて 似た 

やうな ことがあ るよ。 で、 どうな つたら う。」 

「ところが 早く も 鳥類の この もやう を 見て とんび が染 

屋を 出しました。」 

私 は やっぱり とんび の染屋 のこと だった と 思 はず 

笑って しま ひました。 それが 少 うし 梟 に 意外な やう 

でした から、 急いで その あとへ つけたしました。 

「とんび が 染屋を 出した かねえ。 あいつ はなる ほど 手 



つま つ 

が 長くて 染 もの をつ かんで 壺に 漬ける に は 持って来い 

だら う。」 

「さう です。 そしてい つたい とんび は大 へん 機敏な や 

もちろん 

つで 勿論 その 染屋 だって 全くの そろばん 勘定から はじ 

とんび 

めました にち が ひありません。 いったい 鳶は 手が 長 

そめつ ぼ 

いので 鳥 を 染壺に 入れる には大 へ ん 都合が ようご ざ い 

ました。」 

あつ、 私が 染 ものと いったの は 鳥のから だだった、 

あぶない こと を 云った もんだ、 よく それで 梟が 怒り 出 

さなかつ たと 私 は ひやひや しました。 ところが 梟 はず 

ん ずん 話 をつ、 V けました。 それと いふの も その 晚は林 



に は 深呼吸の ときの やうに、 息 を いっぱいに 吸 ひ 込ん 

で、 染まった あとで はもう とても 胸 いっぱいに たまつ 

た 悪い 瓦斯 を はき 出す とい ふあんば いだった さう です _ 

それでも 小さい 鳥 は、 肺 もち ひさく、 永く こらへ て 居 

れ ませんで したから、 あわてて 死に さうな 声 を 出して 

顔 を あげた もんだ と 申します。 こんなの はもち ろん 顔 

が 染まりません。 たと へばめ じろ は 眼の ま はりが 染ま 

らず、 頰 じろ は 両方の 頰が 染まって 居りません。」 

私 はこ、 らでー つ 野次って やらう と 思 ひました。 

「ほう、 さ うだらう か。 さ うだらう か。 さ うだらう か 

ねえ。 私 はめ じろ ゃ頰 じろ は、 自分から たのんで あの 



白い とこ は 染めなかった の だら うと 思 ふよ。」 

梟 は 少し あわて ましたが、 ちょっと うしろの 林の 

奥の、 くらいと ころ をす かして 見てから 言 ひました。 

「い、 え、 そいつ はお 考へ ちが ひです。 たしかに 肺の 

小さな ためです。」 

こ、 だと 私 は 思 ひました。 

「さう すると どうして あんなに めじろ も頰白 も、 きち 

んと 両方 おんな じ 形で、 おんな じ 場所に 白い かたが 

ぐ あ ひ 

残って ゐる だら うね。 あんま リエ 合が よす ぎる よ。 息 

がつ >か ないで やめた もんなら、 片っ方 は 眼の ま はり、 

あと は ひた ひの 上と かいふ 工合に 行き さうな もんだ ね 



ました。 それが いつまでも 延びる のです。 

烏が 怒って、 たうとう ある 日、 本気に 談判 をした の 

です。 

『一体 どう 云ふ考 だい。 染屋と 看板が かけて あるから 

やって来 るんだ。 染屋 をよ すなら きちんと やめて しま 

ふが い、。 何日た つても 明日 来い 明日 来 いぢ やもう 承 

知が できない。 染め るん ならもう きっと 今す ぐ やって 

呉れ。 どっち もい やなら おれ も 覚悟が あるから。』 

鳶は その 日 も 眼を据 ゑて 朝から 油 を 呑んで ゐ ました 

が 斯う 開き直られて は 少し 考 へました。 染屋を やめて 

も、 金に は 少しも 困らん が、 た、 V その 名前が いたまし 



い。 やめた くもない。 けれども いまごろから 稼ぎた く 

もない しと 考えながら とにかく 斯う 云 ひました。 

『ふん、 さう だな。 一体 どう 云 ふ ふうに 染めて ほしい 

の だ。』 

烏 は 少し 怒り を しづめ ました。 

『 黒と 紫 で 大きな ぶ ちぶち にして お呉れ。 友 禅 模様 の 

ごくいき なのに してお 舆 れ。』 

とんび が ぐっとし やくに さはり ました。 そしてす ぐ 

立ち あがって 云 ひました。 

『よし、 染めて やらう。 よく 息 を 吸 ひな。』 

烏 も よろこんで 立ち あがり、 胸 を はって、 I 术く 深く ft 
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